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青年部綱領
われわれ茶道を愛好する青年としての自覚
により淡交会の諸活動に協力し、お茶を通じ
て良識ある近代人としての人間形成に努め、
同志的結合によって結ばれた友情と情熱で
正しい地域社会発展のために努めよう。
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新
潟
青
年
部

部
長

石
川
史
嗣

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

続
い
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、
昨
年
は
様
々
な
行
事
を
開
催
し
た

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
如
何
に
活
動
を
楽
し
め
る
の
か
、
と

思
案
の
一
年
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
す
が
、
九
月
に

は
新
潟
は
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
大
会
の
開
催
地
と
し
て
、
会
員
の
皆
様
を

お
迎
え
し
ま
す
。
安
心
安
全
楽
し
い
大
会
と
な
る
様
に
、
皆
で
創
り

上
げ
ま
し
ょ
う
♪

そ
し
て
、
み
ん
な
で
お
茶
を
学
び
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

青
年
部
育
成
委
員
会
副
委
員
長

田
中
宗
恵
先
生

「青
年
部
で
茶
の
湯
を
楽
し
も
う
」

青
年
部
を
卒
業
し
て
十
数
年
、
ま
た
青
年
部
に
か
か
わ
る
こ
と
が

で
き
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
社
中
で
は
同
じ
年
代
の
方
が
い

ら
っし
ゃ
ら
な
か
った
の
で
、
青
年
部
で
と
て
も
楽
し
く
活
動
い
た
し

ま
し
た
。
会
員
大
会
や
全
国
大
会
等
で
は
多
く
の
仲
間
と
出
会
い
、

青
年
部
茶
会
や
様
々
な
行
事
で
今
に
つ
な
が
る
と
て
も
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ひ
と
り
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
青
年
部
の
仲
間
の
力
が
あ
れ
ば
可

能
に
な
り
ま
す
。
茶
の
湯
は
ひ
と
り
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
皆

さ
ま
青
年
部
で
仲
間
を
作
り
見
聞
を
広
め
、
思
う
存
分
楽
し
ん
で

下
さ
い
。

(

一
社)

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
新
潟
支
部
幹
事
長

青
年
部
育
成
委
員
会
委
員
長

磯
部
宗
喜
先
生

今
期
、
幹
事
長
を
務
め
ま
す
磯
部
宗
喜
で
ご
ざ
い
ま
す
。
併
せ
て

育
成
委
員
会
も
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
は
大
き
く
、
支
部
も
多
く
の
行
事
を
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況

が
続
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
に
あ
って
も
青
年
部

は
オ
ン
ラ
イ
ン
等
を
活
用
し
た
新
た
な
活
動
で
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

社
中
の
枠
を
超
え
た
つ
な
が
り
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
お
茶

を
通
し
て
楽
し
く
活
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

情
報
化
の
時
代
、
青
年
部
と
親
支
部
が
よ
り
一
層
協
力
し
合
う

体
制
が
大
切
に
な
って
く
る
と
思
い
ま
す
。
共
に
進
ん
で
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
２
月
20
日

総
会
＆
交
趾
焼
絵
付
け
体
験

総
会
の
後
に
、
講
師
に
翠
嵐
工
房
の

中
村
正
史
先
生
を
お
招
き
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
趾
焼
に
つ
い
て
の

ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
銘
々
皿
に

絵
付
け
を
す
る
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
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＜＜令和3年9月～12月の活動＞＞

9月19日 オンラインお菓子作り

9月19日 オンライン写経の納経

9月20日 第54回ブロック会員大会全体会

9月25日 オンライン飲み会

10月10日 新潟支部７０周年記念講演会

10月17日 抹茶を飲もう！会（會津八一記念館編）

10月23日 第3回 研修チーム

10月30日 北限の茶染体験

11月7日 育成委員会主催 第2回物造り体験教室（陶芸）

11月21日 着物で鑑賞会

12月11日 卒業茶会

10/10
新潟支部70周年
記念講演会

11/21 着物で鑑賞会

9/19 オンラインお菓子作り

9/19 オンライン写経の納経

10/30 北限の茶染体験

10/17 抹茶を飲もう！会（會津八一記念館編） 11/7 育成委員会主催 第2回物造り体験教室（陶芸）

写真撮影時のみ
マスクを外しております。
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佐
藤

麻
希
さ
ん

（
片
山
宗
雪
社
中
）

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
３
回
目
は
10
月

23
日
に
福
井
県
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
私
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
、

『
蒔
絵
の
技
法
と
金
繕
い
に
つ
い

て
（
講
師
：
谷
口
博
山
先
生
）
』

と
『
矢
口
永
壽
工
房
見
学
』
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
研
修
チ
ー
ム
で
し
か
学
べ
な

い
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
貴
重
な
時
間
に
な
り
、

現
地
で
参
加
し
た
い
気
持
ち
が
大

き
く
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
研
修
チ
ー
ム
で
色
ん
な
こ

と
を
経
験
し
て
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
青
年
部
活
動
に
活
か
し
て

い
け
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
３
年
12
月
11
日

卒
業
茶
会
（
燕
喜
館
）

令
和
3
年
10
月
23
日

北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
チ
ー
ム

第
３
回
研
修
会

令和３年度卒業生
坂爪武史さん

５年ちょっとの青年部在
籍で、仕事などが忙しく
積極的な行事参加はで
きませんでしたが、楽しい
思い出はたくさんできまし
た。皆様からご高配を賜
り厚く御礼申し上げると
ともに、ご活躍とご健勝
を祈念いたします。

令和２年度卒業生
佐藤温美さん

卒業茶会を開催してく
ださり、ありがとうございま
した。コロナ禍ということ
もあり、ZOOMでの行事
が多い中、皆様にお会
いすることができ、１つの
区切りを自分の中でつ
ける事ができました。悔
いなく、満喫した時を過
ごすことができ、皆様に
感謝です。

令和3年度卒業生
木村由紀子さん

いつもみんながウェルカ
ムな雰囲気で、とても
あったかい新潟青年部。
社中だけでは経験でき
ない様々なことを体験
することができました！
入って良かった♡
ありがとうございました。

主
菓
子
は
温
か
い
善
哉
を

マ
ス
ク
を
お
土
産
に

水
屋
の
様
子

光
る
水
指
（薄
茶
席
）

善
哉
を
い
た
だ
く
卒
業
生

（濃
茶
席
）

茶
会
後
に
茶
話
会
を
開
催

み
ん
な
で
思
い
出
話
に
ひ
た
る

東
京
五
輪
で
話
題
の

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
柄

（茶
道ver
作
成
）

干
菓
子
は

さ
ざ
れ
石
も

の
せ
て

「苔
の
む
す
ま
で

の
ご
縁
を
」

令和3年度卒業生
加藤美保さん

青年部会員として約
10年間過ごさせて頂き
ました。思い出に残る
行事は、中村先生の
工房での作陶・青年部
の茶会・石川方面への
旅行です。本当に楽し
かったです。ありがとうご
ざいました。

令和２年度卒業生
亀田洋子さん

この度は卒業茶会を開
催して頂き、有難うござ
います。残念ながら出
席は叶いませんでしたが、
心より感謝申し上げま
す。「取り敢えず３年」と
いう思いでしたが、それ
から13年間楽しく青年
部活動を経験させて頂
きました。

美
保
さ
ん
の
ご
自
宅
で
灰
吹
作
り

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た



権
平

佳
織
さ
ん
（関
口
宗
孝
社
中
）
：つ
ま
み
細
工
。
も
っ
と
上
達
し
た
い
で
す
。

齋
藤

夏
湖
さ
ん
（片
山
宗
雪
社
中
）
：美
し
い
姿
勢
を
心
が
け
た
い…

酒
井

香
織
さ
ん
（川
合
宗
真
社
中
）
：登
山

佐
藤

麻
希
さ
ん
（片
山
宗
雪
社
中
）
：研
修
会
で
現
地
参
加
し
た
い
で
す
。
研
修
チ
ー
ム
内
で
交
友

を
深
め
た
い
で
す
。

椎
谷

浩
子
さ
ん
（片
山
宗
雪
社
中
）
：お
う
ち
時
間
充
実
☆
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
、
浅
漬
け
作
り

鈴
木

絢
子
さ
ん
（結
城
宗
由
社
中
）
：筋
ト
レ
を
毎
日
継
続
す
る

鈴
木

美
奈
子
さ
ん
（田
辺
宗
綾
社
中
）：仕
事
は
定
時
で
帰
る
こ
と
。

相
馬

智
里
さ
ん
（磯
部
宗
喜
社
中
）
：新
し
い
資
格
取
得
に
向
け
て
勉
強
を
始
め
よ
う
か
と
思
っ
て

い
ま
す
！

曽
我

み
歩
さ
ん
（佐
伯
宗
由
社
中
）
：ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
に
行
き
た
い

高
橋

恭
子
さ
ん
（山
家
宗
禮
社
中
）
：書
道
。
筆
で
綺
麗
に
書
け
る
よ
う
に
な
り
た
く
て
。

竹
田

菜
々
さ
ん
（山
口
宗
好
社
中
）
：手
話
と
中
国
語
の
勉
強
、
腹
筋
を
割
る

竹
原

登
美
江
さ
ん
（冨
澤
宗
典
社
中
）：
ペ
ン
字(

美
文
字)

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す

富
樫

あ
ゆ
み
さ
ん
（磯
部
宗
喜
社
中
）：梅
の
蜂
蜜
漬
け
を
作
っ
て
み
た
い
で
す
。

遠
山

浩
子
さ
ん
（團
原
宗
蒲
社
中
）
：資
格
を
取
り
た
い
で
す
。
今
、
取
得
途
中
の
も
の
や
こ
れ
か

ら
学
ぶ
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
更
に
自
己
研
鑽
を
積
み
た
い
で
す
。

豊
嶋

吉
鎮
さ
ん
（片
山
宗
雪
社
中
）
：茶
花
を
学
ぶ

韮
澤

睦
美
さ
ん
（石
黒
宗
美
社
中
）
：二
十
四
節
気
を
感
じ
る

平
間

彩
子
さ
ん
（冨
澤
宗
典
社
中
）
：お
習
字

藤
田

憲
子
さ
ん
（片
山
宗
雪
社
中
）
：ド
リ
フ
ト
し
た
い

増
井

直
美
さ
ん
（関
口
宗
石
社
中
）
：茶
道
も
仕
事
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
。

皆
川

萌
子
さ
ん
（青
木
宗
智
社
中
）
：ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
自
分
の
子
供
に
お
茶
を
教
え
る

村
田

有
さ
ん
（片
山
宗
雪
社
中
）：西
瓜
作
り
。
烏
賊
釣
り
。
庭
に
苔
を
定
着
さ
せ
る
。

村
山

千
寿
さ
ん
（二
宮
宗
蔦
社
中
）
：そ
ろ
そ
ろ
運
動
不
足
を
解
消
し
な
い
と
デ
ス
（笑
）

山
子

文
孝
さ
ん
（石
川
宗
嗣
社
中
）
：大
型
自
動
車
第
二
種
免
許
取
得

か
な
ぁ…

。

吉
村

真
淑
さ
ん
（片
山
宗
雪
社
中
）
：家
庭
菜
園

和
田

優
香
さ
ん
（片
山
宗
雪
社
中
）
：お
茶
関
係
の
本
を
毎
月
読
む
！
普
段
中
々
読
め
な
い
デ
ス
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安
宅

一
乃
さ
ん
（大
塚
宗
綾
社
中
）
：絵
の
あ
る
生
活
の
普
及
に
貢
献
す
る

荒
木

み
か
さ
ん
（田
中
宗
睦
社
中
）：茶
道
の
お
稽
古
再
開
！

五
十
嵐

穣
さ
ん
（五
十
嵐
宗
看
社
中
）：ダ
イ
エ
ッ
ト
で
す

池
田

誠
さ
ん
（冨
澤
宗
典
社
中
）：運
動
の
習
慣
化

石
川

史
嗣
さ
ん
（青
島
宗
智
社
中
）
：体
調
を
崩
さ
ず
、
健
康
に
す
ご
す
！

磯
部

寛
子
さ
ん
（渡
邊
宗
京
社
中
）
：旅
行
で
き
な
い
代
わ
り
に
新
潟
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
！

植
木

瑛
さ
ん
（片
山
宗
雪
社
中
）：TO

P
IK

中
級
合
格
！

上
松

ま
り
子
さ
ん
（柳
本
宗
閑
社
中
）：早
く
着
物
を
着
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す

内
山

美
桜
さ
ん
（佐
伯
宗
由
社
中
）
：茶
道
文
化
検
定
２
級
と
り
た
い(…

と
去
年
も
思
っ
て

い
ま
し
た)

遠
藤

俊
介
さ
ん
（遠
藤
宗
道
社
中
）
：ダ
イ
エ
ッ
ト
と
身
体
づ
く
り

遠
藤

未
緒
さ
ん
（團
原
宗
蒲
社
中
）
：初
心
に
戻
り
、
日
々
の
お
稽
古
を
頑
張
り
た
い
で
す

大
川

み
な
み
さ
ん
（永
井
宗
伊
社
中
）：パ
ソ
コ
ン
関
係
に
強
く
な
る
！

大
塚

と
も
み
さ
ん
（大
塚
宗
綾
社
中
）：着
物
で
旅
行
し
て
み
た
い
で
す

大
山

千
晶
さ
ん
（片
山
宗
雪
社
中
）
：自
分
の
部
屋
の
ス
マ
ー
ト
ル
ー
ム
化
！
！

小
川

良
恵
さ
ん
（小
川
宗
聰
社
中
）
：書
道

小
原

花
織
さ
ん
（片
山
宗
雪
社
中
）
：リ
ン
グ
フ
ィ
ッ
ト
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
励
む
！

加
藤

宏
隆
さ
ん
（片
山
宗
雪
社
中
）
：今
年
は
組
織
論
な
ど
い
ろ
い
ろ
勉
強
す
る
年
に
し
た

い
で
す
。

菊
地

崇
子
さ
ん
（小
川
宗
聰
社
中
）
：現
在
資
格
取
得
に
挑
戦
中
。
そ
れ
を
基
に
転
職
活
動

を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

木
伏

真
由
美
さ
ん
（中
村
宗
美
社
中
）：痩
せ
る
！(

毎
年
言
っ
て
る
け
ど)

熊
倉

寛
子
さ
ん
（若
林
宗
新
社
中
）
：断
捨
離
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

黒
澤

ま
り
の
さ
ん
（小
川
宗
聰
社
中
）：ケ
ー
キ
な
ど
の
お
菓
子
作
り

小
坂

恵
美
さ
ん
（有
澤
宗
香
社
中
）
：茶
道
や
日
本
文
化
を
国
内
外
に
広
め
る
こ
と
！

小
林

一
彦
さ
ん
（齋
藤
宗
栄
社
中
）
：日
本
縦
断

小
見

ま
い
こ
さ
ん
（團
原
宗
蒲
社
中
）
：大
学
院
の
博
士
課
程
で
研
究
を
は
じ
め
ま
す
！

＜今回のテーマ＞今年チャレンジしたいこと

普段顔を合わせる機会が少ない部員同士、お互いを知るきっかけに
していただく場として「青年部のひろば」を作りました。
ご協力頂いた会員を掲載しております。青年部のひろば


